
 

 

 

２０１２年３月期 第１四半期決算の概要 

興銀リース株式会社 
（ 証券コード：８４２５ ）

2011年８月８日 

本資料には将来の予測数値が含まれております。こうした記述は、現時点における事業環境において入手可能な情報に

基づき作成したものであり、実際の業績は今後の様々な要因により予想値と異なる可能性がありますのでご留意下さい。



 Ⅰ. 決算ハイライト 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

【全体概況】 

○震災影響により経済活動が大きく落ち込み、総じて企業の設備投資は先送りの状態 

【決算概況】 

○2011/１Ｑ連結業績は、差引利益の減少を資金原価・信用コストの削減によりカバーし、

経常利益は前年同期比 0.8％増の 42 億円、四半期純利益は同 13％増の 25 億円 

【進捗状況】 

○上期計画に対する各段階利益の進捗状況は５５％前後 

（単位：億円） 

 2009/1Q 2010/1Q① 2011/1Q② 増減額②-① 増減率 上期予想 

売上高 ６８１ ６４６ ６６０ ＋１４ ＋2.1％ １，３００

売上総利益 ７３ ８１ ７５ ▲６ ▲8.3％ －

営業利益 ２８ ４２ ４１ ▲１ ▲1.6％ <53.7%> ７７

（信用コスト） （１３） （７） （▲３） （▲１０） （－％） －

経常利益 ２８ ４２ ４２ ＋０ ＋0.8％ <54.4%> ７８

四半期純利益 １６ ２２ ２５ ＋３ ＋12.9％ <55.7%> ４５

（注） <>は上期予想に対する進捗率 
 【損益推移】 
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Ⅱ．損益状況  
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【全体概要】 

○2011/１Ｑの収支状況は経常収入・経常費用共に同額減少 

― 経常収入：98 億円 → 89 億円：▲9 億円（うち差引利益▲10 億円） 

― 経常費用：56 億円 → 47 億円：▲9 億円（うち信用コスト▲10 億円） 

○信用コストはリスク管理の徹底と企業倒産減により戻入超過 

― 震災関連に伴う貸倒損失の発生は 1 億円未満 

（単位：億円） 

  2009/１Ｑ 2010/１Ｑ① 2011/１Ｑ② 増減額②-① 増減率 

経常収入 （a） ９８ ９８ ８９ ▲９ ▲9.3％ 

 差引利益 ９５ ９７ ８７ ▲１０ ▲10.2％ 

 受取利息・配当 ２ ０ １ ＋１ ＋47.7％ 

 連結持分法利益 － １ １ ＋０ ＋49.6％ 

経常費用 （b） ７０ ５６ ４７ ▲９ ▲16.8％ 

 資金原価 ２２ １５ １２ ▲３ ▲19.9％ 

 支払利息 ３ １ １ ▲０ ▲20.7％ 

 一般経費 ３１ ３２ ３６ ＋４ ＋11.9％ 

 信用コスト １３ ７ ▲３ ▲１０ －％ 

経常利益（a-b） ２８ ４２ ４２ ＋０ ＋0.8％ 

償却前経常利益 ４１ ４９ ４０ ▲９ ▲19.3％ 

四半期純利益 １６ ２２ ２５ ＋３ ＋12.9％ 

 

 

 

 

 

 

【差引利益】 

市場金利の低下と競争激化の中で差引利益が減少 

【資金原価】 

引き続く金融緩和により資金原価はもう一段の低下。但し、差引利益減少をカバー 

するまでには至らず 

＜運用・調達利回り＞ （単位：億円） 

 2009/１Ｑ 2010/１Ｑ① 2011/１Ｑ② 増減額②-① 

差引利益 (4.03%) ９５ (4.18%) ９７ (3.82%) ８７ (▲0.36%) ▲１０ 

資金原価 (0.93%) ２２ (0.67%) １５ (0.54%) １２ (▲0.13%) ▲３ 

売上総利益 (3.10%) ７３ (3.52%) ８１ (3.28%) ７５ (▲0.24%) ▲６ 

（注） カッコ内は営業資産の期首期末平均に対する利回り。 
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 Ⅲ．財政状態 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：億円） 

 2010/3 末 2011/3 末① 2011/6 末② 増減額②-① 増減率 

 物融資産 ６，６１０ ６，４０７ ６，２３２ ▲１７５ ▲2.7％ 

 （リース） （５，５３５） （５，４６２） （５，３３４） （▲１２８） （▲2.3％）

 （割 賦） （１，０７５） （９４５） （８９８） （▲４７） （▲5.0％）

 金融資産 ２，７４２ ２，８７９ ２，７１１ ▲１６８ ▲5.8％ 

 （貸 付） （２，３７４） （２，４１９） （２，３０４） （▲１１５） （▲4.8％）

 （営業投資有価証券） （３６８） （４６０） （４０８） （▲５２） （▲11.4％）

営業資産 ９，３５２ ９，２８６ ８，９４３ ▲３４３ ▲3.7％ 

総 資 産 １０，１７１ １０，２８０ ９，７７２ ▲５０８ ▲4.9％ 

 

 

 

 

 

 

（単位：億円） 

  2010/3 末 2011/3 末① 2011/6 末② 増減額②-① 増減率 

 長短借入金 ５，１３４ ５，１７３ ４，５８３ ▲５９０ ▲11.4％ 

 市場調達 ３，５５２ ３，６０３ ３，７３７ ＋１３４ ＋3.7％ 

 （うちＣＰ） （３，０２７） （３，２７３） （３，２６４） （▲９） （▲0.3％）

有利子負債 ８，６８６ ８，７７６ ８，３２０ ▲４５６ ▲5.2％ 

純 資 産 ６３３ ６９４ ７１０ ＋１６ ＋2.3％ 

（うち株主資本） （６１４） （６８７） （７０３） （＋１６） （＋2.4％）

自己資本比率 ６．１％ ６．７％ ７．２％ ＋０．５％ ― 

【負債･資本サイド】 

○有利子負債は営業資産の減少に併せて圧縮 

― 引き続き、低金利メリットを享受すべくＣＰ調達を活用 

○期間利益の積み上がりにより純資産は７１０億円 

― 自己資本比率は６．７％ → ７．２％と引き続き上昇

【資産サイド】 

○営業資産は前期末比▲3.7％減の 8,943 億円 

物融資産：リース・割賦は企業の設備投資低迷により純減 

金融資産：大企業向けブリッジファイナンス等、大口案件が剥落 
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 Ⅳ．営業状況  
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：億円） 

契約実行高 2009/１Ｑ 2010/１Ｑ① 2011/１Ｑ② 増減額②-① 増減率 

物融分野 ５３３ ５３０ ４９０ ▲４０ ▲7.6％ 

 リース ４１８ ４４８ ４１７ ▲３１ ▲7.0％ 

 割 賦 １１６ ８１ ７３ ▲８ ▲10.9％ 

金融分野 ２８９ ２８１ １７７ ▲１０４ ▲36.9％ 

 貸 付 ２４８ ２２２ １７５ ▲４７ ▲21.3％ 

 営業投資有価証券 ４１ ５９ ３ ▲５６ ▲95.7％ 

合 計 ８２２ ８１１ ６６７ ▲１４４ ▲17.8％ 

（大企業向け） （４５２） （３９５） （３０５） （▲９０） （▲22.7％）

 （参考）リース取扱高（2011/６期）：前年同期比 3.7％減（リース事業協会発表） 

 

                                                         （単位：億円） 

 2009/１Ｑ 2010/１Ｑ① 2011/１Ｑ② 増減額②-① 増減率 

産業･工作機械 １７３ １４０ １０４ ▲３６ ▲25.5％ 

輸送用機器 ４７ ６８ ５３ ▲１５ ▲22.0％ 

土木建設機械 ４５ ４５ ５８ ＋１３ ＋27.5％ 

情報通信機器 １２４ １１１ １３４ ＋２３ ＋20.8％ 

商業･ｻｰﾋﾞｽ業用機器 ５４ ７０ ５７ ▲１３ ▲17.7％ 

医療機器 ２２ ２４ ２７ ＋３ ＋14.9％ 

その他の機種 ６７ ７２ ５６ ▲１６ ▲22.4％ 

合 計 ５３３ ５３０ ４９０ ▲４０ ▲7.6％ 

<物融分野の機種別契約実行高＞ 

【契約実行高】 

○国内設備投資が低迷する中、大企業ニーズの捕捉、提案営業の推進に努めるも 

契約実行高は苦戦。他方、注力分野においては相応の成果 

【注力分野の状況】 

 ― 土木建設機械は中国現法での建機需要の取り込みが寄与 

また、震災復興の為、東北地方向けレンタル機を早期に取り扱い 

 ― 医療機器は昨年度に買収したｼｰﾒﾝｽ･ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙ･ｻｰﾋﾞｽが貢献 

 ― 発電機の紹介やリチウムイオン蓄電池・太陽光発電システムの需要捕捉に注力 
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Ⅴ．通期業績予想について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【環境認識】 

○年度前半は震災影響による景気低迷、年度後半は電力問題・円高等により、 

全体の景気回復にはなお時間を要する、との慎重な認識 

【営業方針】 

○第３次中計の「法人向け総合金融サービスグループ」としての持続的発展に注力 

・物融、金融に係わる顧客ニーズを幅広く捉えた優良資産の積上げ 

・医療分野に加え、環境・エネルギー等、成長分野への取り組み推進 

・中国、タイ、インドネシア等、アジア営業の一層の積極化 

・事業基盤拡充の為のＭ＆Ａ、グループ経営強化 等 

○当社グループの物融・金融機能の提供により、引き続き日本経済の復興に尽力 

【業績予想】 

○上期・通期共に慎重に予想 

― １Ｑ業績は上期計画比５５％前後 

【配当予想】 

○年間配当金：１株当たり＠４８円（通期＋２円増配） → １０期連続増配を予定 

【通期業績予想】 （単位：億円） 

 2011/3 2012/3    増減額  増減率 

 実績① 通期予想② 上期予想 2011/1Q 実績 上期進捗率 ②－①  

売 上 高 ２，５６１ ２，５００ １，３００ ６６０ 50.8％ ▲６１ ▲2.4％

営業利益 １５４ １５０ ７７ ４１ 53.7％ ▲４ ▲2.9％

経常利益 １５９ １５０ ７８ ４２ 54.4％ ▲９ ▲5.5％

当期純利益 ９０ ８５ ４５ ２５ 55.7％ ▲５ ▲5.8％

 

【１株当たり配当予想】 

 2008 年度 2009 年度 2010 年度① 2011 年度② 増減額②-①

 中間配当 ２０円 ２０円 ２２円 ２４円 ＋２円 

 期末配当 ２０円 （4） ２４円 ２４円 ２４円 ― 

年間配当 ４０円 （4） ４４円 ４６円 ４８円 ＋２円 
（注）カッコは、内数で創立 40 周年記念配当 

以 上 
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（参考）四半期別損益の推移  

 

（単位：億円） 

 ＦＹ08 ＦＹ09 ＦＹ10 ＦＹ11

 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 

償却前差引利益 96 99 96 91 95 92 95 86 97 92 90 87 87

資金原価 22 23 27 28 22 18 17 15 15 14 13 12 12

売上総利益 73 76 69 62 73 74 78 71 81 78 77 75 75

営業利益 41 9 19 ▲2 28 29 34 22 42 41 45 23 41

（実質信用ｺｽﾄ） (0) (33) (18) (32) (13) (14) (14) (16) (7) (5) （▲4） (13) (▲3)

経常利益 43 11 17 ▲4 28 35 35 24 42 44 47 22 42

四半期純利益 19 11 5 ▲1 16 22 18 14 22 26 30 12 25

 
 

【四半期純利益】
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